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山本雅久会長 

神谷さんと杉浦さんにお願いいたし

ます。今現在のロータリー情報委員会

の新しいロータリー情報委員会のご

説明をしていただきます。金曜日から

土曜日に例会変更を行い RFF の行事

に参加よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

今川明彦会員 

会員の皆さんこんにちは、平成 29 年

5 月 12 日入会、あと二週間足らずで

7 年間の在籍になります。本日の会員

スピーチは、（育む）と言ったお題に

対して私は、夢を育む事についてお話

をしたいと思います。私の仕事は、空調設備機器の業界で、

販売、設計施工、サービスメンテナンスの業務をしていま

す。 

昨年度のスピーチでは、経営している喫茶店カフェちゃち

ゃ、周年と正月三が日に出没する幻のマスターの話をした

と思います。本年度も甘酒とベトナムコーヒーを振舞いま

した。今回はタイ王国の事について話します。平成 17 年

に初めての海外旅行をタイで経験しました行くきっかけ

は、当時、取引先会社の方がタイ現地法人社長に就任した

事でお祝いと新婚旅行を兼ねて妻と二人で行きました。当

時、何もかが初めての経験で空港内をウロチョロ、入国ま

での所要時間が一時間半かかり空港内で喧嘩になり嫌な

思い出もあります。バンコク市内の観光とアユタヤ観光で

は、見るもの全てが新鮮で良い経験をしたと思います。 

しかし空調業界で仕事をしている私は、日本では考えられ

ないエアコンをアユタヤのレストランにて発見、室内機の

メーカーと室外機のメーカーが違うエーこの国は何でも

OK なのか法律は無いのかと当時、知識のない私は単純な

考えでタイ王国にて現地法人を設立、タイに移住しようと

家内に相談この事がきっかけになり年 8 回～10 回は渡航

をしていました。渡航回数を重ねるたびに現地での仕事は

難しいなと考えを改め、移住計画を 65 歳と決めて 10 年程

前より現地で小さなレストランをタイの友人と営業をし

ています。現在はコロナウィルスの事もありバンコクを離

れイーサン地方のムアンコンケーンに移転、現在営業中で

す。この地方の有名な料理にソムタム（プーパラー）別名

がありその中に沢蟹（プー）が入っています市場では 15 ほ

ど入った沢蟹を 100 バーツで売っています。今回も思い付

きで3年ほど前から沢蟹の養殖を始めましたが上手くいか

ず壁にぶち当たっている状態です。しかしながら後 7 年ほ

ど有りますので、この先も夢を育んでゆきたいと思います。 

 

鈴木紳昭会員 

皆さん、こんにちは。 

私は、1973 年（昭和 48 年）1 月 13

日に静岡県島田市で生まれました。 

・中学は静岡県島田市の中学 

・高校は、静岡県立静岡商業高校 

・大学は、青森県の青森大学 

私は野球をずっと続けていましたので、少し野球の話を

したいと思います。 

小学校 3 年生から野球を始めて中学校を卒業したのち、静

岡県の静岡商業に入学し硬式野球部に入部しました。当時

の高校野球は、昭和時代の野球、漫画の巨人の星の野球で

したので練習の厳しさや先輩と後輩の差がひどかったと

覚えています。特に私は島田市から静岡市に越境入学をし

ていましたので、先輩からの風当たりは強かったと感じて

います。当時の学年が 1 つ、2 つ違うだけで天と地の差が

あるほど高校 1 年生の学校生活は大変でしたが、今となれ

ばとても良い思い出です。 

高校 1 年生の時の話をしたいと思います。 

まず、当時の静商硬式野球は入部すると頭を 5 厘の丸刈り

にする儀式があります。バリカンの刃を取って一番短く刈

るのですが、うまく刃が滑らないこともあって頭からよく

血を流していた事を覚えています。 

この、5 厘の儀式は、学校のイベントがある度に実施され

ました。運動会や文化祭などで 5 厘にしていましたから年

に６回くらいです。ですから、常に５厘頭で生活をしてい

たと思います。 

私は、島田市から電車通学をしていましたので毎朝、4：

00 くらいの始発で通学をしていました。学校に到着するの

は早朝５時くらいです。そこから、野球場のグランド整備
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を丁寧に行います。内野も外野も二人がかりで鉄のトンボ

で掘り起こしてならしていきます。そして、先輩が 6：30

くらいにやってきて朝練でバッティングや守備練習なん

かするものですから、せっかくのグランド整備が台無しに

なってしまい、朝練終了後にもう一度、グラウンド整備を

します。 

また、授業の 2 時間目の休み時間に特定の先輩に御用聞

きに行きます。要は「付き人」です。昼休みに食堂で「ア

ンパンと牛乳」を買って部室に持ってきて来てとか、「おに

ぎりを 3 つ」買ってきてとかです。他には、1 年生は学校

の校舎は歩いてはいけないとか、練習中は水を飲んでいけ

ないとか謎のルールがたくさんあって、今思えばとても愉

快に思えます。 

こうしたなか、学校生活を送り野球に取り組んできまし

たが結局、甲子園に出場できず最後の夏の県大会はベスト

8 で終了しました。 

そして、私以上に苦労をしたのは両親だと思います。朝

早くに家を出て、終電で帰ってくれば、日も変わっている

こともあります。毎日の食事やユニフォームの洗濯などを

毎日欠かさずしてくれたおかげで思いっきり野球に打ち

込むことができました。今でも、本当に感謝しています。 

高校野球も引退しいろいろな大学のセレクションを受

けながら、大学進路に迷っていたら、東北の青森大学から

野球での誘いがあり入学し硬式野球部に入部しました。 

高校 3 年生の頃は、自由に野球をしていましたが、大学

に入ればまた、1 年生に逆戻りです。グラウンド整備、用

具の管理、ライン引きや先輩のユニフォームの洗濯をした

りして高校野球とは違う毎日が充実していました。遠征す

れば、岩手、秋田、福島、宮城、東京や千葉など野球で全

国各地に遠征に行ったりしてとても良い思い出です。また、

大学選手権大会の神宮球場での試合出場も大きな思い出

となっています。 

学生時代、社会人になった今でも人生の転機となる良い

人たちと巡りあえています。今、このような場所でスピー

チしているのもいろいろな人たちと出会えてからこそだ

と思います。 

今までを少し振り返りましたが、これから先はどのよう

な目標を立て実行していくかが重要だと思います。事業の

拡大や新事業の立ち上げ、海外との事業を本格化していく

ことやロータリー活動の充実など、やりたいことはたくさ

んあります。 

 

最後に、 

「今まで育んできたこと」 

・野球を続けてきて、とにかく気合いと根性、負けず嫌い

が育まれました。 

 

「現在、育んでいることと、これから育んでいきたいこと」 

・私には、子供がいませんがたくさんの猫ちゃんと暮らし

ています。全て、保護猫です。 

猫ちゃんのために家を建てたくらい位ですから、猫ちゃん

が大好きです。今、育んでいることは、猫ちゃん達と幸せ

な生活を毎日過ごしていることです。これから、育んでい

きたいことは猫ちゃん達よりも長生きして最後まで猫ち

ゃんを守り続けることです。 

 

以上で会員スピーチを終わります。ご清聴、ありがとうご

ざいました。 

 
 

 

神谷 馨ロータリー情報委員長 

こんにちは。本日はロータリー情報の

卓話例会でございます。よろしくお願

いいたします。 

ロータリー情報委員会は、RI の方針

によりロータリーラーニング委員会

に名称変更いたします。現在細則の変更を行っており、次

年度より情報からラーニング（学ぶ）に変わり新しい考え

方でのスタートの年となります。 

委員会メンバーの杉浦会員と辻会員に卓話をしていただ

き、これまでのロータリー歴史と新しい方針に示されてい

るハラスメントの対応等、変化するロータリーの未来を考

える卓話例会とします。 

また、メイキングを含め、当ロータリークラブは出席率

100％の目標を掲げています。出席率 100％を目指し、ロ

ータリアンとして意識の向上を図ります。 

 

杉浦宏始ロータリー情報委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー情報卓話例会 
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お話しする時間が無かったので、お配りした資料もご一読

お願いします。 
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辻 信之ロータリー情報副委員長 

皆さん、こんにちは。ロータリー情報

委員会の辻です。例会にご出席して頂

きありがとうございます。また、卓話

のお時間を頂き感謝申しあげます。本

日のテーマは「クラブ会員の任務」と

「よりよいクラブ」について皆様と一

緒にラーニングしながら認識の確認をしていきたいと思

います。宜しくお願い致します。 

みなさんはご存じであると思いますがクラブ定款 16 条に

会員は会費を払うことによってロータリーの目的（職業奉

仕の推進）の中に示されたロータリーの原則を受諾し、定

款・細則を順守する義務を負うものとする。と規定されて

います。そして会員はクラブの構成員でありクラブの例会

に出席して奉仕の心を育む関係にあります。 

そこで、皆さんにお尋ねしたいと思います。豊橋ゴールデ

ンロータリークラブの歯車の中で活躍をされていますが

どのような自分のゴールをお考えでしょうか？髙井幹事

や鬼頭プログラム委員長の動きを見ればわかるでしょう。

いつも自ら汗をかいて真剣にクラブ運営に取り組んでる

姿は、本当に格好いいですね！「グッドジョブ」です。み

なさんも立場や役割で多種多様な考えや思いで日々ロー

タリー活動をされていると思います。 

そこで重要なことは「ロータリアンの自律」であります。

会員の任務は、例会に出席をして志を同じくする会員が自

己研鑽を行い奉仕を学び実践することではないのでしょ

うか。それによってロータリーを好きになり、楽しむよう

になると共に生きる喜びに気づきより良い地域づくりに

繋がる奉仕活動をすることが出来るのだと思います。つま

りロータリーはアイサーブでロータリークラブは奉仕を

志す人の団体であり寄付団体やイベント団体ではありま

せん。「小さな親切心で他人のお役に立つこと・思いやるこ

と」だと思います。思いやりは同情することや慰めること

だけでなく、手を差し伸べて乗り越えることであると思い

ます。その根底には単なる偽善的な行動や金銭の施しなど

ではなく、自己満足の為であってはならないと思います。

それがあなたの喜びが私の喜びとなります。良い汗をかい

たではなく、笑顔で喜んでもらえたということがもっとも

重要なことではないでしょうか。そしてロータリーライフ

を楽しみたいのであれば健康管理を行い他人の顔色を伺

いながらやらされたり他人の期待の為にやらないことだ

と思います。一言で言ってしまえば、上からの権威主義的

な、押し付けがましいロータリー活動をやらないことさせ

ないことです。失敗を恐れず自ら考えて自ら行動すること

で一歩前進する勇気を持って頂きたいと思います。 

次に、会員増強についてですがあまり退会者の退会する理

由についての検証があまりなされていないと感じます。退

会理由の要因は仕事上の都合・身体上の都合もありますが

人間関係の問題から大半はクラブの居場所とクラブの魅

力が無いということのようです。では、この課題について

みなさんはどのように取り組まれているのでしょうか？

抜本的な改善対策としては、親睦活動委員会と連携をして、

会員同士の友情を深め真の親睦が保たれる環境整備に努

めることだと思います。私の考えとしては貴重な充実した

幹事経験の中で役割と立場を演じきった数々の失敗経験

から本当にみなさんが今何を求めているかを見極める力

を養い、相手の心を動かしどのようにしたらクラブの雰囲

気がよくなるかを手探り状態で肌感覚で感じとり気づく

ことができた5つの項目を述べさせて頂きたいと思います。

1 つ目は、ロータリークラブで信用と信頼を得る為には、

理事会で協議・審議をされたことだけを行う事。（利己と利

他との調和）です。2 つ目は、正しい情報（真実）を自ら

得る努力を行い会員同士で共有し委員会で実践する事。

（親睦と奉仕でコミュニケーションを図る）です。3 つ目

は、自分の意志を大切にして奉仕の理念を学ぶ事。（真のロ

ータリアンを作る人づくり）です。4 つ目は、時間や約束

を守る事。（ロータリーのルールとマナーの中で友愛と寛

容の精神で絆を結ぶ）です。5 つ目は、関係者以外をクラ

ブ運営に介入させない事。（越権行為の防止）です。 

まとめに入りますが、みなさんの豊橋ゴールデンロータリ

ークラブは親しく交流し品性を磨き奉仕の精神を育む学

びの場であります。意見の食い違いなどはあるかと思いま

すがチームワークを大切にして組織運営を行い皆様の知

恵を出し合い魅力のあるよりよいクラブと自分の人生に

とって本当に大事なものが何なのかを探求しながら仲間

を 増 や す こ と が 出 来 ま す よ う に 「 Chance に

Challenge,Change」の精神で輝くロータリー活動を敢行

して頂ければ幸いです。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

★幹事報告  

・第 1 回 RFF の当日のご案内が届いております。 

・次回例会は 5 月 11 日（土）RFF 例会です。 

★他クラブの例会変更 
■5 月 12 日(日) 豊橋北 RC ＲＦＦ特別例会（ｻｲﾝ無） 
■5 月 14 日(火) 宝 飯 RC 春の行楽例会（ｻｲﾝ無） 
■5 月 15 日(水) 豊橋東 RC ＲＦＦ例会 
■5 月 21 日(火) 田原パ RC 田原 RAC と 3 ｸﾗﾌﾞ合同例会 
         豊橋北 RC ５３０例会 
■5 月 22 日(水) 豊橋東 RC 幹事主催親睦旅行 
         豊 川 RC 春の行楽 
■5 月 23 日(木)  田 原 RC 田原 PRC･田原 RAC 合同例会 
         豊 橋 RC クラブフォーラム 

★ニコボックス 

山本雅久・髙井龍雄：本日はロータリー情報委員会か
らのラーニングをしましょう。
よろしくお願い。 

今川明彦・鈴木紳昭：会員スピーチをさせて頂き。 

神谷 馨：ロータリー情報委員会卓話例会です。よろ
しくお願い。 

杉浦宏始・辻 信之：卓話をさせて頂き。 

鈴木紳昭：委員会報告で国際奉仕事業の案内をさせて頂
き。よろしくお願い。 

梅田英樹：特にありませんが。 

小久保拓吏：京都のおじさん、財布を拾って交番に届けて
頂きありがとうございました。「必ず見つか
る」と励ましてくれた廣中君ありがとう。 

鵜殿健次：ニコボックスを発表させて頂き。 

鵜殿健次ニコボックス委員 


